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第 1 回 化学物質管理分科会 開催要領 

1. 開催概要 
項目 内容  

テーマ 各社の化学物質管理 DX ― SDS、法規制対応、含有化学物質調査の効率化に向けて ― 

日時 2026 年 10 月 21 日（水）13 時 30 分～15 時 00 分 

会場 新大阪丸ビル別館 会議室 3-2 (対面開催のみ) 

開催形式 対面開催のみ（Web 配信・録画配信は行いません） 

対象 化成品工業協会の会員・賛助会員に所属する、化学物質管理、品質保証、環境安全、製品安

全、研究開発、DX 推進等の担当者 ※制限あり 脚注参照 

定員 14 名（原則 1 社 2 名まで）先着順 

参加費 無料 

申込締切 2026 年 10 月 14 日（水）17:00 

主催 化成品工業協会 技術部  

※今回は、会員企業の実務担当者による率直な情報交換を目的とするため、化学物質管理関連ソフトウェア、コンサ

ルティングその他サービス提供を主たる事業とする事業担当者の参加はご遠慮いただきます。 

 

2. 分科会の目的 
本分科会は、会員企業が抱える化学物質管理上の実務課題について、各社の経験・工夫・課題意識を共有

し、化学物質管理業務の効率化、法規制対応の確実性向上およびリスク管理人材の育成につなげることを目的

とします。 

本会は、取組の優劣を比較・評価する場ではありません。事業規模、製品構成、担当体制、DX の進捗状況

が異なる各社が、それぞれの「現在地」から参考となる実務上のヒントを持ち帰る場とします。 

 

3. 当日アジェンダ（予定） 
1. 開会・開催趣旨・独禁法／情報取扱いルールの確認 

2. 事務局説明  面談等から見えた化学物質管理 DX の共通課題 

3. 各社ミニ発表（各社 7～10 分程度） 

三宝化学研究所：システム導入検討段階における課題・着眼点 

三木理研工業：Excel を基盤とした AI・RPA 活用、少人数体制での業務改善 

御国色素：SDS 電子化から化学物質管理へ発展させた経験と、長期運用上の課題 

4. 意見交換  効率化・標準化すべき化学物質管理業務は何か 必要なデータ整備、人材育成、社内体制 

5. 次回テーマ 協会に期待する取組の確認 

6. 閉会・アンケート 

 

4. 参加により得られること 
他社における SDS 作成・改訂、法規制対応、含有化学物質調査等の実務上の工夫を知ることができます。 

Excel、AI、RPA、化学物質管理システム等の活用について、導入前・導入中・長期運用の各段階における論

点を把握できます。 

システム導入・更新に当たり、データ整備、社内体制、費用、運用定着等で事前に検討すべき事項を整理でき

ます。 

同様の課題を持つ会員企業の担当者と交流し、今後、分科会で取り上げるべきテーマや協会に期待する支援

を提案できます。 
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5. 補足 

・サマリーの作成 

事務局は、会員への知見還元を目的として、分科会で得られた共通課題・参考事例・今後の検討論点を整理したサ

マリーを作成する場合があります。 

サマリーには、原則として個社名、個人名、顧客・取引先名、具体的な数値、個別製品名その他特定企業に不利益

を生じ得る情報を掲載しません。発表内容から転載する場合は、必ず発表者の確認を経ます。 

 

・情報の取扱い・目的外利用の禁止 

本分科会で得た情報は、自社における化学物質管理、法令対応、安全・環境対応および人材育成の改善を検討

する目的に限って利用してください。 

参加者は、他社から得た情報を、次の目的で利用してはなりません。 

➢ 営業活動、勧誘、取引条件・価格等の交渉 

➢ 顧客、仕入先、競合先等への働きかけ 

➢ 市場・価格・販売・生産等に関する競争上の意思決定 

➢ SNS、Web サイト、講演、社内外報その他への無断掲載・発信 

➢ 発表者または参加企業の承諾のない第三者への情報提供 

資料・発言は、各社の不利益にならない範囲を判断の上、以下に示す区分に従って明示願います。 

区分 取扱い  

(特記無し) 事務局がサマリー掲載候補として整理する場合があります。ただし、会員への共有に当たっ

ては、発表者の確認を経ます。 

参加企業内限定 参加企業の社内において、業務上必要な範囲に限り共有可。社外提供・転送は禁止。 

分科会内限定 当日出席者および事務局担当者限定。社内外への共有、撮影、録音、転載等は禁止。 

オフレコ／録音対象外 事務局も録音・記録せず、サマリーにも掲載しません。発言前に宣言願います。  

 

・録音・サマリーの取扱い 

事務局は、各社ミニ発表および全体の論点整理に必要な範囲で録音・メモを行います。自由討議については、原則と

して個社名を記録せず、共通論点のみを整理します。 

録音データ・メモは技術部の担当者のみが取り扱い、参加者、会員、第三者その他外部には提供・配布・公開しませ

ん。外部の生成 AI・クラウド文字起こしサービスへのアップロードは行いません。また、録音データおよび逐語録を配布す

ることはありません。 

録音データは、サマリー確定後 1 か月以内、かつ開催日から 3 か月以内に削除します。 

参加者による録音、録画、撮影、画面保存、AI 議事録ツール・文字起こしツール等の使用は禁止します。 

 

・独占禁止法の遵守 

本分科会では、独占禁止法その他の法令を遵守します。価格、値上げ・値下げ、値引き、コスト、利益率、生産量、

販売量、在庫、顧客、取引条件、入札、販売・事業計画、研究開発計画その他競争上重要な情報について、情報

交換・協議を行ってはなりません。 

事務局は会議に同席し、不適切な発言・議論があった場合には、発言中止、議題変更または会議中断等の措置を

行います。参加者も、不適切な話題に及びそうな場合は、直ちに中止を求めてください。 

※詳細は当日配布資料「独占禁止法遵守ガイドライン」をご確認ください。 

 

・参加に当たって 

参加申込みをもって、本要項に同意いただいたものとします。参加者には、当日、独禁法遵守および情報取扱いに関

する宣誓書にご署名いただきます。 

以上 


